
おりいぶ通信  １月号 

社会福祉法人幼保連携型こども園こばと保育園  分園おりいぶ ２０１９年１２月２４日発行 

子どもたちそれぞれが、自分のペースで大きく、たくましく成長してきたこの１年を振り返るこの頃。 

あっという間に年内最後のひと月となりました。今年１年、ありがとうございました。体調等気をつけながらお休

みを元気に楽しく過ごしてもらえたら・・・と思います。来年もどうぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆  ４日（土）お弁当日 

☆ ２２日（水）おたのしみ会 

☆ ２９日（水）防災訓練 

 

※来年度入所手続きについて 

就労証明を１月６日（月）に配布 

します。提出を１月末までにお願い 

します。 

保育料口座振替  ２７日（月） 

＜ 主な活動 ＞ 

 

うた・・・たきび  コンコンクシャンのうた 

      雪のペンキやさん  北風小僧の寒太郎 

      豆まき 鬼のパンツ 

 

手あそび・・・いとまき  ごんべさんのあかちゃん 

        こおっちゃう  こすれこすれ 

 

絵本・・・かおかお どんなかお 

      コッコさんのおみせ 

 

さくらさくらんぼ・・・きんぎょ かめ あひる うさぎ ＜ 図書館読み聞かせ ＞ 

２１日（火） 

＜ リトミック ＞ 

７日（火）・１４日（火）・２８日（火） 

※体操服での登園をお願いします。 

＜ すくすくコーナー ＞ 

Q．子どもは寒いと鼻水が出るのはどうしてでしょう？ 

①冷たい空気を温める為→寒くて空気が冷たい時、鼻を通ることで空気は温かくなって肺に入ります。 

            鼻の中で出た水分＝鼻水によって調整されています→鼻水が出ても必ずしも風邪 

ひきではありません。 

②鼻水が風邪の原因になる時→鼻水で鼻が詰まると口呼吸になり、ウイルス、細菌が直接口から体内に 

              入って感染症にかかりやすくなります。色が付いた鼻水も要注意です。 

☆鼻づまりにならないように、鼻水はこまめに取り除くことが大切です！！ 

 

寒さが目立つようになってきました

が、モコモコ厚着だと活発に動けませ

ん。 

上手に衣服調整を行い、寒さに負けず

に元気にあそびましょう！！ 

＜ お知らせ ＞ 

・３月７日（土）は本園にて卒園式があります。全園児参加となります。詳細は後日お伝えします。 

・３月２３日（月）はおりいぶ 

３月２４日（火）はこばと保育園 

・こばと保育園に転園、おりいぶに在園される世帯は３月中に個別面談があります。 

来年度入園保護者総会があります。全世帯出席となります。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆お散歩に行った所にある公園であそんでいると、道路を通る車を見て「ブッブーいっぱーい」と言っていまし 

た。道路を走るたくさんの車を見て驚いたと同時にとても嬉しそうでした！ 

☆お散歩に行った公園で空にいっぱい飛んでいる鳥を見つけると「えいっ！」と言ってジャンプして鳥をつかま 

えようとしていました。 

☆干支の絵本の読み聞かせに参加していました。 

 ２歳児のS君が「あれ？ライオンがいないよ？」と言っていました。 

 干支を教えたことはないですが、S君はライオンが干支の中に入っていると思っていたのでしょうね！ 

☆絵本に載っている動物を指さして名前を言っていました。よく聞いてみると・・・ 

 かばを見て「かばん！」、パンダを見て「パンダン！」と自信満々に言っていました。 

 今の時期にしか聞けないかわいい言い間違えでした♪ 

朝の準備について（２歳児（ちゅうりっぷクラス））について 

朝の準備（タオル出しやシール貼り等）を１月６日（月）よりお子さんと一緒にしてもらいます。 

詳細につきましては個別にてお伝えしていきます。ご理解、ご協力の方よろしくお願い致します。 

『かおかお どんなかお』  柳原 良平  作・絵 

この絵本には１４種類の様々な表情が描かれています。 

楽しい顔、悲しい顔、笑った顔、泣いた顔、怒った顔、眠った顔、たくましい顔、困った顔、甘～い顔、辛い顔

いたずらな顔、すました顔、いい顔、さよならの顔 

表情を表す言葉にも色々ありますが、この絵本では子ども達にその言葉のイメージがよりわかりやすいように顔

の輪郭と色で表情とその感情を表現しています。 

ページ毎に変わる顔の輪郭の変化や色の変化は子ども達を飽きることなく楽しませてくれます。 

 

『コッコさんのおみせ』  片山 健  作・絵 

２歳の子ども達は、自分の見たことや体験したことを再現してあそぶようになります。 

その時の模倣のモデルとなるのは身近な生活の中で関心を持って見つめている大人の行動であり、言葉です。 

物を何かに見立て「～のつもり」「～のふり」と見立てあそびや友達とのごっこあそびを楽しむようになってき

ます。こうしたあそびを繰り返しながら会話を通して言葉の力もついてきます。 

『コッコさんのおみせ』はコッコさんがお店屋さんごっこであそぶ様子が描かれ家族会話で展開していく絵本で

す。 

  

 

 

今月の絵本紹介 

 

あ・の・ね 

 

  

 
 

 
誘導ロープを 

握って散歩して 

います☆ 


